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相当する。価値準拠的行為と予想準拠的行為は相反する二つの行為の系列（安定化・固定化にかか
わる行為の系列／不安定化・流動化にかかわる行為の系列）としてしばしばヴェーバーの議論に登
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の点にあるのではない※（ヴェーバー脚註）。      
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 ヴェーバーの行為論的社会学を「個人の行為」論の切り口から整理すれば、図 2 のようになる。

























































ヴェーバーはそれを以下のように定義している。      
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 1  そのゲマインシャフト行為が、秩序（Ordung）にもとづいて立てられた予想に意味上準拠しつ
つ方向づけられており、しかも、 
 2  その秩序の「制定（Zatzung）」が、ゲゼルシャフト関係にある人々のいかなる行為が結果とし
予想されるかを考慮しつつ、純粋に目的合理的に行なわれ、さらに、 



























































な確かさをもって「根拠づけられる」のである。（ヴェーバー1913/1990、58-59頁）      
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る「制定された秩序 gezatzte Ordnung」について、さらに定義を以下のように続けている。 
 
 1  ある人間による他の人間に対する一方的な、要請、それも、合理的な極限事例では明示的な要
請としてあるか、または、 









































体的効果を惹起しうるのである。（ヴェーバー1913/1990、80-81頁）      
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ように指摘している（水林の Legalität と Legitimität をめぐる議論（水林2009）はきわめて重要だが、
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 ヴェーバーの諒解にかかわる議論の中で筆者がとりわけ注目するのは、彼が諒解 Einverständnis 
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という語に付与した独特の意味合いである。一般に Einverständnis というドイツ語は辞書的には、
一致や同意、承認を意味する。日本語の訳語の『諒解』の意味もこれとほぼ同じであり、「理解社



























ン・オルブロウは、consensus に代えて common understanding という訳語を用いることを提案して
いるが、こちらの方が幾分かは誤解を回避できるかもしれない（Albrow 1990:220-1）。（松井2007、
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ミュニケーション論」的な諸行為と前項で論じた習俗、慣習律、（慣習）法といった「個人の行為
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（ヴェーバー1913/1990、118-119頁）      
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二重構造を整理して図示すれば、表 1 のようになる。 
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